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論 文 要 旨 

 

本論は古代の和琴歌譜である『琴歌譜』の解読を行ない，とくに琴の調絃と旋律様式に関する考

察を筆者の創作につなげようとするものである。本論では，第１章から第４章を研究篇，第５章と

第６章を創作と明確に区分して論述する。その理由は，研究篇では古楽譜の解読において創作的な

要素を意識的に排し，極力，史学的解釈に則って解読を試みるためである。研究の対象は，絃番号が

記されたもっとも古い和琴歌譜である『琴歌譜』である。『琴歌譜』を研究対象とする理由は，筆者

の創作の主要編成である箏唄と類似した編成である最古の「琴歌」が，どのような音楽であったの

かを明らかにするためである。創作篇では箏の調絃に使用する音律について述べ，これを用いた箏

唄の作曲手法について論じる。 

 研究篇の主たる目的は，譜の解読結果に基づき歌謡の旋律様式について考察し，『琴歌譜』に記さ

れた大歌という歌謡の一端を明らかにすることである。主として日本の研究者によっておこなわれ

てきた『琴歌譜』の先行研究では，現行演奏による御神楽や催馬楽を援用し，譜の解読や「再現」が

なされてきた。しかし，『琴歌譜』の底本が成立したと考えられている平安時代の音楽様式が現行の

演奏とは異なるものであるということは，おもに海外でおこなわれてきた先行研究によってすでに

明らかにされている。  

本論の研究手法は，現行演奏による御神楽や催馬楽を援用しないという点で先行研究とは異なっ

ている。第１章では平安時代の音楽様式における時間構成について考察し，『琴歌譜』の《茲都歌》

と《歌返》を解読するにあたっての礎とした。第２章では『琴歌譜』の基本的な情報，および解読の

対象である《茲都歌》と《歌返》の歌詞について，先行研究をもとに論述した。第３章では解読の核

である和琴調絃の推定を行った。本論は『琴歌譜』の序文に立ち返り，調絃について記していると思

われる一文を読み解き，先行研究で用いられた互い違いの調絃ではなく音階順の調絃を用いた。調

絃推定の過程で，譜に記された琵琶符字を『琵琶諸調子品』を参照し解読した結果，『楽書要録』記

載の十一月黄鐘均と一致するものを調絃として決定した。その理由は《茲都歌》と《歌返》が十一月

の新嘗会で歌われる楽曲であることと，『琴歌譜』の序文で礼楽思想について言及しているからであ

る。この調絃に基づき，第４章では《茲都歌》と《歌返》の五線譜訳を作成し，旋律様式について考

察した。筆者の調絃によって立ち現れた旋律の特徴のひとつが，三和音による分散和音的な進行で

ある。この音進行を古代音楽，および日本の伝統的な音楽の中に見出すことはきわめて困難である

が，琵琶の秘曲《流泉》を類似例として参照し，当時の特権階級の人々にこのような音の響きが特別

な意味をもって受容されていた可能性を示した。 

 譜を解読した結果，《茲都歌》と《歌返》は当時としては先進的な唐楽の音楽語法を用いながら

も，宮廷儀式に用いられるという大歌の性格上，とくに古風で由緒ある歌詞を用いたものであると

いう結論に至った。つまり，大歌の一般的な定義である「外来の音楽に対して日本古来の音楽」が意

味する「日本古来の」という要素は，《茲都歌》と《歌返》においては音楽様式ではなく，歌詞の性

格に由来すると筆者は考える。本論の解読結果は『琴歌譜』の序文に記載された礼楽思想，および

「音楽」の定義に合致するものであることを実証した。 

 創作篇にあたる第５章では筆者の創作の基調音であるエンハーモニック（古代ギリシアの音楽理
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論に由来する，およそ四分音にあたる音程）の響きについて過去の作品を参照しながら概説し，こ

のエンハーモニックを含む複数の純正調を合成する手法を提示した。第６章の主題は，箏唄と５人

の奏者のための《未言
み こ と

》の作曲手法である。筆者はこの楽曲の旋律の構成に《茲都歌》と《歌返》の

絃番号を援用し，合成した音律による楽曲の創作方法について詳述した。 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

＜リサイタル審査＞ 

このリサイタルは，2013年 11月 19 日（火）18時～19 時 20 分の間，本学講堂にて下記のプログ

ラム・内容で行われた。 

 

プログラム 

１ 「無言誄歌
む ご ん る い か

」（ピアノのための）  

２ 「赤の諷詠
ふうえい

」（箏唄のための） 

３  伊勢海
い せ の う み

更衣
ころもがえ

―
ー

「西方
さいほう

楽
らく

」より／ 賀 殿
かてん（かでん）

の急 

４ 茲
し

都歌
づ う た

／歌 返
うたいかえし

 陽明文庫「琴歌
き ん か

譜
ふ

」より 

５ 「未言
み こ と

」（箏唄と５人の奏者のための） 

 

１．「無言誄歌
む ご ん る い か

」（ピアノのための） 

   田村隆一「三つの声」の言葉に音型をあてはめ，詩を読む際のスピード感や間のとり方を構

造とし，「言葉」と音楽を主題とした試みで，12平均律の特性を考え，言葉のイントネーション

を意図的に誇張，無調の響きを前提とした作品。 

 

２．「赤の諷詠
ふうえい

」（箏唄のための） 

 日本語の繊細な高低アクセントをエンハーモニック（49 セント，およそ四分音）で唄うこと

を主題とする箏唄，弾き唄いのための作品。北原白秋の詩から「赤」という単語が含まれるもの

を選び連作とし，異なる赤のグラデーションを３つの音律を組み合わせ，響きの変化で表すこ

とを企図した。 

 

３．伊勢海
い せ の う み

更衣
ころもがえ

―「西方
さいほう

楽
らく

」より／ 賀 殿
かてん（かでん）

の急 

   平安末期の催馬楽
さ い ば ら

，および唐
とう

楽
かく

の舞楽曲「西方楽」「知
ち

国
こく

秘抄
ひしょう

」から同名の歌を組み合わせ，

試みに箏の弾き唄いとして訳譜したもの。箏のパートは「仁智要録」を使用している。こんにち

の雅楽とは異なる平安末期の拍の設定方法を用いて譜を作成した。 

 

４．茲
し

都歌
づ う た

／歌 返
うたいかえし

  陽明文庫「琴歌
き ん か

譜
ふ

」より 

   800年代に底本
ていほん

が書かれたとされるもっとも古い和琴歌
わ ご ん う た

譜
ふ

「琴歌譜」より，絃番号が書かれた

２曲を訳譜，調絃や拍の設定，各種の記号の読解などの訳譜方法は博士論文の第２章から第４
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章にて論述，その研究成果を実演。 

 

５．「未言
み こ と

」（箏唄と５人の奏者のための） 

   おもに旋律の作成方法において論文の研究主題である「琴歌譜」に準拠している。３楽章構

成で第１，２楽章の旋律は「茲都歌」「歌返」の絃番号を使用，第３楽章の旋律は創作による。

四分音（厳密には 49セント）のエンハーモニックを含む音律を用いて調絃，博士論文で述べた

生み字，囃子詞や歌詞を用いて作曲。博士論文の研究成果に基づき，これまでとは異なる観点

から旋律を創作することを主題とし，修了作品とした。 

 

 今回のリサイタルで演奏された５つのプログラムは，増田さんの博士論文に沿っており，その内

容を音楽の面から補完するもので，博士論文で述べられていることが音楽的に理解できるリサイタ

ルであった。特に設定した音律に基づく調絃，殊にエンハーモニックを，修了作品として作曲され

た「未言
み こ と

」においては，実によく体感することができ，それゆえ音楽作品としての完成度の高さが感

じられた。また，「日本語」ということばによる音楽作品として，エンハーモニック（49セント，お

よそ四分音）を用い，12 平均律に頼らない音律の必然性が如実かつ自然に感じられ，博士論文で述

べられた増田さんの音律（調絃）の設定方法また考え方を裏付けるものであった。 

 「未言」においては，新しい日本の音楽として画期的であるとする意見もあったことを添え，高く

評価できる音楽作品であった。 

 リサイタル終了後，主査と外部審査員を含む４人の副査，全員一致により，合格とした。 

 

 

＜論文審査＞   

審査の方法 

 平成 26年 2月 5 日（水）14 時より，まず公開発表会の席で論文執筆者が約 50 分にわたり博士論

文について，スライド，音源を用いて説明を行った。その後約 30分公開発表会出席者からの質問に

対して答えた。 

 公開発表会終了後，15 時 30 分より約 45 分間，まず論文執筆者が予備審査での指摘にもとづく加

筆・修正箇所について，スライドを用いて説明を行い，それについての口頭試問がなされた。 

 その後，論文執筆者退席のうえで，主査，３人の副査，外部審査員の合議により合否を判定した。 

 

審査の内容 

 本論文は，研究篇と創作篇に区分され，研究篇では古代歌曲の古楽譜の解釈をふまえ絃番号が記

されたもっとも古い琴歌の譜であるとされる「琴歌
き ん か

譜
ふ

」の研究と「茲
し

都歌
づ う た

」と「歌返
うたがえし

」の解読を行

い，創作篇では論文執筆者の創作の主軸である音律を基礎とする箏
こと

唄
うた

の作曲手法について論述した

ものである。 

 まず研究篇での「琴歌譜」の解読においては，これまで試みられてきた現代様式の不変性を信頼
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したうえでの解読を根拠としてきたのに対し，論文執筆者は「琴歌譜」序文のほか，極力同時代の史

料のみを扱うという歴史学的方法を貫く，すなわち，文字資料のみから当時の音楽を読み解くこと

に挑んでおり，「琴歌譜」解読研究の長い歴史のなかでも初の試みといえる。従来の解読，とくに演

奏家によるものは，創作で賄っている面が多分にあり，論文執筆者が創作家であれば，それがごく

自然な着想となろうが，自身の創作的欲求を押し殺してまで史料解釈のみに徹しようとした。その

結果，論旨が客観的であり，その点で学際的にも通用しうる論文となっている。また，後半の創作的

思考を如何なく発揮した創作篇と鮮やかなコントラストをなしており，他に例のないユニークな論

文に仕上がっている。 

 なかでも評価できることは次の３点である。 

１）難解な「琴歌譜」序文の内容を精査し読み取ろうとした結果，従来のその記紀的内容の歌詞か

ら，音楽も奈良時代か，それ以前かとされてきたが，音楽は平安中期の舶来音楽の様式であって，歌

詞の懐古的性格とは別であるとした見解。 

２）「琴歌譜」解読における和琴の調絃問題を，その序文の記述に立ち返り，読み解いた点。 

３）順列型調絃に基づく「琴歌譜」の「茲都歌」「歌返」の五線記譜をする中で，その後半にあらわ

れた一見「日本らしくない」三和音分散進行の旋律（アルペジオ）が，現代の一般的感覚からすれば

一蹴されかねないところ，論文執筆者はぶれずに論を進めた結果，承和６年（839）舶来の琵琶曲「石

上流泉」にも多用が見られ，当時の特権階級の間で珍重されたこと，そしてこの曲と「茲都歌」「歌

返」の旋律様式が類似することも明らかにした。これは非常に驚くべき指摘である。ただし，調絃の

設定如何で見解が覆される可能性があり，今後の論拠の補充が必要となろうが，「平安期の特権階級

における３度音程への憧憬や偏愛」の指摘は，日本音楽史の常識を覆す可能性がある発見といえる。 

 

 続く創作篇において述べられている論文執筆者の創作作品の音律，音階設定の著述は，予備審査

において，すでに評価できる内容であったが，さらに内容的に精査され，加えてその音律，音階に基

づく作品のリサイタルでの音源を交えての説明は，より理解を深めるものとなっていた。具体的に

は，純正調による複数の音律を合成することにより得られたエンハーモニック（49 セント，およそ

四分音）の響きを主軸とする音律（音階），調絃について，論文では，その音律合成方法が詳細に述

べられているが，それが作品制作にどう生かされ，どういう表現になるかは，音楽作品として実演

に接することが肝要である。リサイタルで，それを耳にすることにより，論文執筆者が述べた音律

（音階），調絃の意図が実感でき，何よりも用いられた音律・音階使用の自然さが感じられ，もしく

は，その音律・音階を踏まえた創作が無理なく行われていて，論文，創作作品双方の理解を補完する

ものであった。 

 全体として研究篇における論文としての着目点，また，それに基づく創作篇でのリサイタルの実

演を加えた論述は，高く評価でき，審査員全員一致で合格とした。 
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論 文 要 旨 

 

本論文は, オペラ歌唱における声区転換部の音響的特性を明らかにする事を目標に行った実証実

験的研究について論述したもので, 全 5 章構成となっている。卓越した歌手とそうでない比較的未

熟な歌手とでは, 声区転換部に関わる音のスペクトルの概形にどのような違いが存在するのか, ま

たその違いはどのようなものなのか, この点を明らかにすることが本研究の大きな目的の一つであ

る。 

論文全体の構造は, 第 1章と第 2章が本論に関する予備知識及び基盤となっている事項をまとめ

たもの, 第 3章と第 4章が実験内容, 第 5章が総合考察である。本実験では, プロのオペラ歌手の

フォルマント周波数のピーク域は, プロでない学生の歌手に比べて極めて狭い周波数帯に収まって

いることが判明した。また, スペクトル変動率の小さな歌唱ほど高評価を得られること, 歌いだし

の第一音が安定するまでの時間と他の音が安定するまでの時間の割合が評価と相関性がある事, そ

の割合が小さいものに対して歌唱全体の評価がなされることなどが判明した。これは, 出来るだけ

滑らかに歌いだし, 音質の変化をなるべく少なくし, 全体的にまとまった響きで歌えることが高評

価につながることを意味する。 

第 1章は, 音声生成に関わる基礎的事項として, 発声に関与する器官や呼吸システムに関する基

本構造, 喉頭内の基本構造, 声帯振動モードなど音声学・解剖学などによる知見をまとめている。

第 2章では本研究に関連する重要な項目である声区転換, 声区転換に関連してパッサッジョの概念, 

パッサッジョの声種との関連性, その音響学的問題定義を述べた。次に, 声楽におけるレガート唱

法, フォルマントやその生成原理, シンガーズ・フォルマント, 音声のソース・フィルタ理論や母

音の音韻性などについても本研究に関連性の高い事柄として触れた。 

第 3章では, ハーモニクスと第 1フォルマント・ピークに着目して, 熟練した歌手と未熟な歌手

の間の声区転換の違いについて検討した。プロの歌手のピーク域はそうでない歌手よりはるかに狭

く, 音高が変化する中でも同じピーク域を保って歌唱している事が観察された。プロ歌手について

はピーク域が大きく変化しないために, ハーモニクスが順次移行している様子も観察された。優れ

た歌手は基本周波数の高度な制御を行いながら同時に, フォルマント・ピーク域の制御を行ってい

るということ, 更に, ピーク域を変化させないことを重要なファクターとして声道形状の制御を行

っているということが観察された。 

第 4章では, 声区転換部を含む歌唱録音素材に対して, 第 3章とは別のスペクトル分析を施した。

分析の方法はスペクトル変動率を 2 種類の方法で算出する事で行った。一つは歌唱全体のまとまり

具合を見る変動率「全体スペクトル変動」, もう一つは隣り合う 2 音の変動率「隣接スペクトル変

動」である。一方で, 録音素材に対して知覚評価実験を行い, 歌唱の巧拙とスペクトル分析の相関

性を検討した。 

また, 数例の特徴的な歌唱を観察すると，この各音階の第１音が安定するまでに要する時間の違

いがあり，それが歌唱の評価に影響している可能性が考えられた。そこでは第 1 音の安定区間に至

るまでの時間 A とその他の７つの音の安定区間に至るまでの時間の平均 Bを測定し, その間の比，

A/B（音階開始音相対持続時間）を算出した。 
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結果は, 隣接スペクトル変動値が少ないものほど評価値が高い結果となった。全体スペクトル変

動については,  A/B比により 4つのクラス分けを施し全体スペクトル変動との関連性を分析した結

果, A/B比の小さなもの, 即ち第 1音の安定するまでに要する時間が少ない（比として小さい）グル

ープについては全体スペクトル変動と評価値に相関性が現れた。 

第 5章の総合考察では, 本研究についての総合的な考察を行い, 同時にオペラ歌唱及び声楽指導

について幾つかの知見を提供し問題点を述べた。 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

＜リサイタル審査＞ 

2013年 12月 19日(木)19時～20時 45分にわたり，京都コンサートホール小ホールにおいてほぼ

満席の聴衆のもとに開催された。 

このリサイタルはこれまで３回開催した博士課程リサイタル同様，テーマが明確に提示されてい

て，今回の学位申請リサイタルは「オペラブッファ(喜歌劇)とオペラセーリア(正歌劇)における声

の比較」と銘打って行われた。ちなみに課程リサイタルの第 1回は「バロックオペラからヴェリズ

モオペラに至る声の変遷」。第 2回「バロック音楽と現代音楽における声の比較」。第 3回「若い

声と年老いた声の比較分析と実践」等となっている。 

そもそも一人の歌い手がバロック音楽から現代音楽に至る全てのジャンルの歌を歌いこなすのは

不可能極まりない事であるはずが，一見無謀とも思えるこの試みが実は結果として斬新奇抜で質の

高い演奏内容へと導き昇華させたと言っても過言ではない。 

 

リサイタルは下記のプログラムにより行われた。 

 

１ モンテヴェルディ作曲「ウリッセの帰郷」より〈丘よ，森の木々よ〉 

２  ロッシーニ作曲「ブルスキーノ氏」より〈この世は大きな劇場〉 

３  ドニゼッティ作曲「劇場の都合と不都合」副題「ヴィーヴァ ラ マンマ」より 

〈悪党！怠け者！〉 

４ ドニゼッティ作曲「愛の妙薬」より〈愛のパリスの様に〉 

５  ドニゼッティ作曲「愛の妙薬」より二重唱〈20スクード！〉 

６ ヴェルディ作曲「ファルスタッフ」より〈行け，老獪なジョン〉 

７ ベッリーニ作曲「清教徒」より（永遠に彼女を失った） 

８ プッチーニ作曲「エドガール」より（この恋を，俺の恥を） 

９ ヴェルディ作曲「ドン カルロ」より二重唱（彼だ！～魂を呼び覚ます神よ） 

10 ヴェルディ作曲「ドン カルロ」より（私の最後の時が来た），（喜びをもって私は

死にます） 

 

《オペラブッファ》 

1.モンテヴェルディ作曲「ウリッセの帰郷」より〈丘よ，森の木々よ〉 

バロックオペラは歌うというよりもレチタティーヴォのいわゆる語りがその神髄である。イタ

リア語を自在に操りながらエウメーテ役（召使）とイーロ役（大食漢）の一人二役を演じ，両者

の性格描写を軸として絶妙なやりとりを演じていた。 

 

2.ロッシーニ作曲「ブルスキーノ氏」より〈この世は大きな劇場〉 
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ガウデンツィオ（老人）のアリア“世の中，金と名誉だけではどうにもうまく行かない”と悲

喜交々面白可笑しく歌っていたが，圧巻はロッシーニの特徴である早口言葉で，確かなテクニッ

クで裏打ちされた声によって軽妙に表現されていた。 

 

3.ドニゼッティ作曲「劇場の都合と不都合」副題「ヴィーヴァ ラ マンマ」より〈悪党！怠け

者！〉 

1800年初頭に大流行したいわゆるロッシーニオペラの模倣的作品で早口言葉に加えバリトンが

女装してのマンマ アガタ役が大騒動をまき起こすという内容。 

当然，申請者が女装をしての大奮闘となり金切り声，どら声，裏声，猫撫で声など考え得る声

を駆使したさながら声のオンパレードといった感じであり聴衆を大いに沸かせていた。 

 

4.ドニゼッティ作曲「愛の妙薬」より〈愛のパリスの様に〉 

二枚目になり損ねた感のある軍曹ベルコーレ役を軽妙かつ滑稽洒脱に歌い好演。 

 

5.ドニゼッティ作曲「愛の妙薬」より二重唱〈20スクード！〉 

本学修了生のテノール川崎慎一郎氏をゲストに迎えての二重唱で，いわゆる漫才で言う処のボ

ケと突っ込みの絶妙なやりとりが展開された。 

 

6.ヴェルディ作曲「ファルスタッフ」より〈行け，老獪なジョン〉 

オペラブッファの最高傑作と称されるヴェルディ最後のオペラ作品。 

人生の悲哀と虚しさを面白可笑しく歌と語りと演技を駆使しての好演であった。 

 

《オペラセーリア》 

7.ベッリーニ作曲「清教徒」より（永遠に彼女を失った） 

ロマン派オペラの天才作曲家ベッリーニの特徴は何と言ってもその流麗で美しい旋律にあり，

これはまさしくレガート唱法の技術なくしては成立しない。 

申請者はこの作品において明らかにオペラブッファ歌唱時には見せなかった粘着性の強い又甘

美な響きを主体とした声を使用し始め，リッカルドという頑固者で不器用者だからこそ持ち得る

心の葛藤を内面深く表現していた。 

 

8.プッチーニ作曲「エドガール」より（この恋を，俺の恥を） 

ヴェリズモオペラへの礎を築いたプッチーニ作品は単に流麗のひと言では済まない濃厚で熱い

旋律が特長。申請者の演奏はここに至り身体を最大限活用する事によって声に厚みと強さを加わ

えフランク役の男の切なさを遺憾なく発揮していた。 

 

9.ヴェルディ作曲「ドン カルロ」より二重唱（彼だ！～魂を呼び覚ます神よ） 

オペラセーリアの権化とも言える政治劇を題材としたオペラで革命，戦争，友情，恋を描いた     

男世界の物語。これはヴェルディの得意とする分野でもあり，力強い上に柔軟な声を要求される 
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作品。 

前出の川崎慎一郎氏と共に別名“友情の二重唱”と呼ばれるこの名曲が揺るぎない確実な声と

感性を持って歌われた。 

 

10.ヴェルディ作曲「ドン カルロ」より（私の最後の時が来た），（喜びをもって私は死にま

す） 

もしヴェルディがいなかったならばバリトン，バスの存在価値は半減するとまで言われる程に

ヴェルディはバリトン，バスの為の秀逸曲を多く書いている。しかしながらそのヴェルディ作品

はかなりの熟練したテクニックと体力と音楽スタイルを身に付けていなければ歌う事は叶わな

い。 

今回のリサイタルでこの連続して歌われる 2曲のアリアを最終曲としてプログラムに載せる事

自体，大変なる勇気と決心が必要であったであろうと想像する。 

その勇気と決心は即ち申請者の声に対する日頃の研究，実践の成果の現れであると思わせるに

充分な演奏内容であり，今後の更なる発展成果を期待するに充分な正当性を認められるものであ

った。 

以上のように多様性に富んだ内容を高い完成度で演じ分け聴衆にとっても充分に楽しめるリサ

イタルで，博士の学位の要件を満たすものとして，主査と副査 3人全員の一致により合格とし

た。 

 

＜論文審査＞   

審査の方法 

公開発表会を審査員一同も他の聴衆と一緒に聴講し，その場でするのが相応しい質疑については

その場で行うことで，申請者が論文に執筆した内容にどの程度の責任を負えるのかを判断するため

の材料とした。 

その後，審査員と申請者だけの口頭試問を実施し，公開発表会の場では控えた内容についての質

疑応答を実施した。その後，申請者が退席し，審査員４名による判定会議を実施した。 

 

審査の内容 

予備審査の時点で評価された以下の内容は，その時点で修正を要求された2点の修正を加えた後

も引き続きその水準を保っていた。 

 

申請者の論文の焦点は声楽家が声区転換点（パッサージョ）を含む歌唱をした際に，その歌唱

の巧みさの評価の手掛かりとなる音響的な特徴がどのようなものであるかを探る点にある。従

来の声楽研究がどちらかと言えば，単独の音の良さに関する特徴を調べてきたことに対して，

本来は異なる声質になってもおかしくない声区転換をまたぐ音の間の関係に注目した点に独創

性があると判断される。 
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この論文の評価されるべき点は以下の点である。 

1. 声区転換点を含む音階の歌唱に対する音響特徴量とその歌唱を聴取した際の知覚印象（良

し悪しの判断）との対応を丹念に調べたこと。 

2. その結果として，歌唱音高の変化に伴って生じうる共振周波数の変化が少なく，最も強度

の高いフォルマント周波数が音声信号の何番目の高調波で生じるかが評価の高い歌唱音声

では移行するのに対し，評価の低い音声では字数が固定される傾向があることを明らかに

示した。 

3. 声道の形状の特徴が現れると考えられるSTRAIGHT平滑スペクトルの変動を，隣接する音の

間の変動と，全体の平均からそれぞれの音が逸脱する程度のそれぞれを特徴量した場合，

前者の方が知覚印象を大きく左右することを明らかにした。 

4. さらに，後者については知覚印象に関係する場合，音階のはじめの音を歌い出してからそ

れが安定するまでに要する時間が短い場合に影響が現れ，この時間が長い場合には知覚評

価はこの時間長の長さのみによって低くなり，全体的スペクトル変動要因の影響は明瞭に

観察されないことを見出した。 

 

以上のように，自然科学系の論文としての体裁をしっかりと保ち，分析手法などの妥当性も

高く，論文指導教員はもとより外部審査員で純粋に理工系のトレーニングを受けた北村達也審

査員の目からも読み応えのあるものとなっているとの評価を得た。また，自然科学系の論文に

はそれほど親しみのない折江，小濱両審査員からも詳細の妥当性までの評価はできないもの

の，これまでプロの声楽家としても知らなかったことが書かれていた導入部だけでも高い評価

がされた。 

 

審査に先立って実施された公開発表会における発表内容も予備審査の時と同様に非常に分かりや

すく，しっかりとそれぞれの事項を申請者が理解していることを示すものであったと高く評価でき

る。さらに公開発表会は審査員以外の聴衆が来ることも意識して，より噛み砕いた説明や，自然科

学的な論理展開に慣れ親しんでいない声楽の学生が聞きに来たとしても彼らなりの直感に訴えて伝

えようとする工夫がなされていた。ある意味でこれは声楽専攻である申請者だからこそできたと言

え，プレゼンテーションのお手本になりうるものであった。 

公開発表後の本審査の時点ではもはや改めて問いただす必要のある事項を審査員一同が見いだせ

ないような状況で，申請者とのやりとりは申請者の学位取得後の活動の仕方などに関するものとな

っていた。申請者退席後の審査員4名による審査の場において，全員一致での合格判定となった。 

 


